
資料１－２ 

令和２年度守山市市民提案型まちづくり支援事業 採択団体 

団体名 ①吉身川のホタルを守る会 助成額 43,027 円 きっかけづくり事業 

事業名 吉身川のホタル保護活動 

概要 
吉身川の「ホタル指定保護区域」およびその近辺における河川環境の見守り、環

境整備活動、飛翔期の建物等照明の調整、幼虫上陸や成虫飛翔状況の観察。 

成果 

・月１回の河川や周辺環境の見守り確認、また、川清掃活動等を実施。 

・自治会からホタル飛翔期間における街灯カバーの取り付けを受託。 

・吉身川のホタルを守る会「10 年の活動誌」カラー版を限定出版し、図書館で

供用開始となった。 

・令和２年度のホタル数 84 匹 

 

団体名 
②一般社団法人ママパスポートコ

ミュニティ 
助成額 150,000 円 きっかけづくり事業 

事業名 

ママパスオンラインクラブ 

「産後カフェ」 

「ＺＯＯＭで集合！ハーフバースデーパーティー」 

概要 

赤ちゃんとママ（パパ）を地域とつなぐオンラインによる居場所づくり活動を企

画・運営。交流が難しい今、オンラインでの交流を通じて、地域に愛着を持って

もらうことを目的に、「おうちで ｄｅ いっしょうもちあげ大会」「産後カフ

ェ」「ＺＯＯＭで集合！ハーフバースデーパーティー」を開催する。 

成果 

・産後カフェ（オンライン1回）10名 

・産後カフェ（会場開催6回）38名 

・ハーフバースデーパーティー（オンライン4回）11名 

・ハーフバースデーパーティー（会場開催 8回）62 名 

 

団体名 ③レイク・フォレストの会 助成額 150,000 円 きっかけづくり事業 

事業名 琵琶湖岸と地球市民の森エリアつながり事業 

概要 

琵琶湖岸と地球市民の森エリア一帯の魅力を高め広く発信することを目的に、地

域と活動する人々の交流と連携を図るとともに、地域整備の企画立案を行うた

め、イベントを開催する。 

成果 

・市制 50 周年とびわこ地球市民の森開設 20 周年に合わせ、エリアの在り方を

検討するべきとのことで今年度事業を展開 

・「エリア探訪と夢レポートのつどい」を開催。参加者から提出してもらった意

見を基に提案書を作成。 

  



 

団体名 ④もりやまふるさと劇団 助成額 150,000 円 きっかけづくり事業 

事業名 
もりやまふるさと劇～藤田伝五行政～ 

～ここからはじまる物語～ 

概要 

２０２０年 NHK 大河ドラマの主人公である、「明智光秀」の五宿老の一人として

長年仕え、最も信頼されていた家臣の一人である「藤田伝五」という武将が守山

市にいたという歴史的根拠が明らかにされつつあるが、守山市においてもまだ

まだその存在はあまり知られておらず、謎に包まれている。 

そこで、「もりやまふるさと劇団」による公演を通じ、その存在を知っていただ

くのと同時に、地域に素晴らしい人物がいたことを一人でも多くの方に誇りに

思っていただける機会とし、そして何よりもその歴史や地域の誇らしき人物を、

演劇を演じる子どもたちが「発信者」として伝え、それを周知する行動に移して

いくことが大切である。 

今まで練習や準備を重ねてきた劇団の子どもたちには「未来のチカラ」になって

もらいたい。 

成果 

・当日は 103 名が観覧（11 月 28 時点の守山市民ホール小ホールの定員：150 名、

目標：100 名）。 

・守山ホタルパーク＆ウォークから公演依頼。※イベントはコロナの関係で中

止。 

 

団体名 ⑤守山ホタルいちごの会 助成額 131,682 円 きっかけづくり事業 

事業名 「守山ホタルいちご」による地域ブランド構築を図る 

概要 

生産者が共同して、地域の新たなブランド構築に取り組むことにより、地域活性

化につなげ、農業の後継者不足対策としてイチゴを通じた農業の魅力を発信し

ていくために、イチゴの旬の時期におうみんちや中心市街地で PRイベントとし

て「食べ比べ会」を開催する。また、学校給食でいちごジャム使用日に生産者が

学校で出前講座を行う。 

成果 

・１月に食べ比べ会を実施 参加者：30名 

・出前講座はコロナの影響で中止し、代わりに DVD を作成。 

・市内９小学校に DVD を配布し、イチゴ栽培を通じ、農業への関心を高めた。 

 

団体名 ⑥幸津川農業体験プロジェクト 助成額 150,000 円 きっかけづくり事業 

事業名 幸津川農業体験プロジェクト 

概要 

遊休畑地を利用したサツマイモ栽培を行い、生産段階で必要になる作業（草刈

り、収穫等）に幸津川町・中洲学区をはじめ市民の参加を呼びかけ、収穫後には

参加者で喜びを共感できる「収穫祭を」開催する。また、中洲こども園の園児を

対象に農業体験として芋ほりを経験してもらう。 

成果 
・さつまいも掘り体験：（２２名）中洲こども園４歳児 

・収穫祭：200 名（内石焼き芋体験：80名） 



 

団体名 
⑦特定非営利活動法人きょうどう

守山 
助成額 500,000 円 

自立事業化 

前提型事業 

事業名 食から始める地域づくり 

概要 

地域でとれる新鮮な野菜をふんだんに使ったお惣菜（おかず）のみを高齢者など

に配色するサービスを提供し、同時に福祉の身近な拠点づくりと高齢者健やか

サロンの支援を行い、地域の福祉を担う人材を育てる。 

成果 

・お惣菜パックやお弁当の配食、幸津川子ども会弁当、中洲学区社協弁当 

・主に服部町住民の居場所づくりのため、100 円カフェを運営。 

＜スタッフ動員＞ 

・お惣菜・弁当作り（前日も含め）・・・８名 

・100 円カフェ・・・４名ずつ 

・先進地研修・・・６名 

・勉強会・・・８名 

＜カフェ＞ 

・カフェ利用者  169 名 

 

団体名 ⑧フードバンクびわ湖 守山支部 助成額 500,000 円 
自立事業化 

前提型事業 

事業名 食品ロスを地域資源へ循環型社会事業 

概要 

市内におけるフードロスの削減と生活困窮者への食糧支援等を目的に、各自治

会にフードドライブの食品回収ボックスを設置してもらえるようサポートを実

施する。また、集まった食料品の仕分けや配送等への作業に「ひきこもり」をは

じめとした社会との関わりが弱い方の社会参加の場となる仕組みづくりを行

う。 

成果 

・フードドライブ回収ボックスの設置を自治会に働きかけ、設置してもらった。 

・ひとり親家庭や生活困窮者など、生活に困っている人を対象に食品を無料で配

布。 

 


